




















































century world history -prescribed subjects) ( 3主題のうちひとつを必修， 40




中の「 1.戦争の原因・実情・影響」（ 1. Causes, practices and effects of 
wars）を扱ったテキストブックを用いて，その内容のうちの主として「第二次
世界大戦」についての記載内容を紹介しつつその傾向を考察して提示する。考察
対象のテキストブックはM.Wells, History for the IB Diploma: Causes, 



























































































































































































































































約を手にする。 1939年 9 会を与えた。侵攻の立案 望んだのももっともであ


























































































初めにイギリスの初等教育のうち高学年にあたるキーステージ2 (Key stage 
2）の歴史教育のカリキュラムの規定12）からそのキーワードを抽出してみようロ
そこには「〔事象の〕変化」（changes），「理由と結呆」（reasonsand results) , 
「〔社会的・文化的・宗教的・民族的〕多様性」（diversity），「〔他の時代や社会
にまたがっての］いくつかのおもな出来事・状況・変化の問のつながり Oinks


































































































( 1) 高大接続システム会議「中間まとめ」（2015年9月15日） 40 43頁（in
http ://www. mext. go .jp/b _menu/ shingi/ chousa/ shougai/O 3 3/toushin/ _icsFiles/ 
afieldfile/2015/09/15/1362096_01_2_1. pdf）。
(2）日高智彦「高校世界史の可能性について」『歴史評論』 781号， 2015年， 5
14頁。
( 3）桃木至朗・大阪大学歴史教育研究会「高大連携で取り組む歴史教育の総合




( DP ）『歴史』 指導 の 手 引 2017年第 1 回試験」
( http://www.ibo.org/ globalassets/publications/history-guide-201 7-j p. pdf）を
参考にした。なお上記の和文書の中では「1.Causes, practices and effects of 
wars」を「1.戦争の原因・手段・影響」（17頁）と和訳している。
(5) M. Wells，品storyfor the IB Diploma: Causes, Practices and Effects of 
防匂rs(Cambridge, 2011), p. 5-13. 
( 6) Wells, op. cit., p. 79-99. 
(7) Wells, op. cit., p. 84-87. 
(8) Wells, op. cit., p. 99. 
(9) Wells, op. cit., p. 97-98. 
( 10) Wells, op. cit., p. 100-119. 
( 11) Wells, op. cit., p. 120-132. 
( 12 ) http://archive.teachfind.com/qcda/curriculum.qcda.gov. uk/key-stages-
1 -and-2/ subj ects/history/keystage2/index.h tmlを参照せよロ
(13) M. Forrest, HistoryKeyStageII(Leamington Spa, 1996), p. 124. 
( 14 ) http://archive.teachfind.com/qcda/curriculum.qcda.gov. uk/key-stages-
3-and -4/ subjects/key-stage-3/history /pro gramme-of-study /index 9 e 6 6. h tm Iを参
照せよロ




イ プロマプログラム Theory of Knowledge ( TOK ）について」
(http・：／www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail／一一icsFiles/afield
file/2012/09/06/1325261_2.pdf），「知の理論（ TOK) 教師用参考資料」
( http://www.ibo.org/globalassets/publica tions/tok-tsm -jp. pdf），「知の理論
(theory of knowledge）とは」（福田誠治『国際バカロレアとこれからの大学入
試改革～知を想像するアクティブ・ラーニング』〔E紅書房， 2015年〕 217-222
頁〔「第 6章 I B DP  （大学接続カリキュラム」内〕）を参照せよ。なお
competenceの訳語として「能力」が使われている例は，前掲の「知の理論
(TOK) 教師用参考資料」の69頁の中である。その訳語の「能力」は言葉と
しては一般的過ぎて必ずしも学習のそれを指すわけではないので，本稿の主題か
ら考えるならば， competenceは「求知総合力」といえるものであろうロ
〔付記〕
なお本稿については，土肥大次郎氏（長崎大学教育学部・社会科教育学担当）に
は原稿に目を通した上での適切な指摘並びに忠告をして頂いた。ここに記して謝
意を表したい。また本稿は，長崎大学教育学部と附属中学校の共同研究「小中高
社会認識教科一貫カリキュラムの研究」（研究代表者 福田正弘）の活動の中か
ら生まれた。国際バカロレア・ディプロマプログラムの内容の重要性について筆
者が気づいたのは福田正弘氏（長崎大学教育学部・社会科教育学担当）のお蔭で
ある。
